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元
沖
縄
防
衛
局
長
の
暴
言
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
十
一
月
二
十
八
日
、
防
衛
省
沖
縄
防
衛
局
長
の
任
に
就
い
て
い
た
田
中
聡
氏
が
、
沖
縄
県
那
覇
市
内
で
の
報
道
関
係
者

と
の
懇
談
（
以
下
、
「
懇
談
」
と
す
る
。
）
の
席
で
、
米
海
兵
隊
普
天
間
飛
行
場
移
設
先
の
環
境
影
響
評
価
書
の
提
出
に
関
連

し
、
女
性
に
対
す
る
性
的
暴
行
を
想
定
さ
せ
る
よ
う
な
発
言
（
以
下
、
「
田
中
発
言
」
と
す
る
。
）
を
し
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ

た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
、
同
月
二
十
九
日
、
一
川
保
夫
防
衛
大
臣
は
、
田
中
氏
の
更
迭
を
決
定
し
て
い
る
。
右
を
踏
ま
え
、
質

問
す
る
。

一

「
懇
談
」
に
出
席
し
た
政
府
職
員
は
、
田
中
氏
以
外
に
誰
が
い
る
か
。
そ
れ
ら
の
者
の
官
職
氏
名
を
す
べ
て
挙
げ
ら
れ
た

い
。

二

「
懇
談
」
は
公
務
か
。
田
中
氏
は
じ
め
一
の
者
は
、
公
務
の
一
環
と
し
て
「
懇
談
」
に
出
席
し
て
い
る
か
。

三

「
懇
談
」
に
係
る
費
用
は
誰
が
負
担
し
た
の
か
。
右
は
公
費
に
よ
り
負
担
さ
れ
て
い
る
か
。

四

「
田
中
発
言
」
に
関
し
、
田
中
氏
本
人
は
ど
の
よ
う
な
説
明
、
釈
明
を
し
た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

田
中
氏
本
人
は
、
自
身
が
「
懇
談
」
の
場
で
「
犯
す
」
と
い
う
言
葉
は
使
っ
て
い
な
い
旨
話
し
て
い
た
と
承
知
す
る
が
、

そ
の
一
方
で
、
そ
の
懇
談
に
い
た
琉
球
、
時
事
、
日
経
、
読
売
等
の
新
聞
各
社
は
、
田
中
氏
が
そ
の
よ
う
な
言
葉
を
使
っ
た

一



旨
、
報
じ
て
い
る
。
ま
た
十
一
月
三
十
日
付
日
本
経
済
新
聞
朝
刊
（
以
下
、
「
日
経
記
事
」
と
す
る
。
）
に
は
次
の
記
述
が

な
さ
れ
て
い
る
。

「
（
防
衛
相
が
環
境
影
響
評
価
書
を
年
内
提
出
す
る
方
針
を
明
言
し
な
い
理
由
に
つ
い
て
）
犯
す
前
に
犯
し
ま
す
よ
、
と

は
言
わ
な
い
。
」

防
衛
省
と
し
て
、
右
記
述
に
あ
る
よ
う
に
、
田
中
氏
が
「
犯
す
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
か
。

六

「
日
経
記
事
」
に
は
、
「
田
中
発
言
」
に
つ
い
て
次
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
来
年
七
月
ま
で
に
辺
野
古
移
設
が
進
展
し
な
け
れ
ば
移
設
は
だ
め
に
な
る
と
い
う
の
が
審
議
官
級
の
認
識
。
在
日
米
軍

再
編
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
行
程
表
）
は
止
ま
り
、
普
天
間
は
残
る
。
」

防
衛
省
と
し
て
、
右
記
述
に
あ
る
よ
う
な
発
言
を
田
中
氏
が
し
た
と
い
う
認
識
を
有
し
て
い
る
か
。

七

防
衛
省
と
し
て
、
二
〇
一
二
年
七
月
ま
で
に
米
海
兵
隊
普
天
間
飛
行
場
の
辺
野
古
へ
の
移
設
が
進
展
し
な
け
れ
ば
、
こ
の

移
設
は
だ
め
に
な
り
、
在
日
米
軍
再
編
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
止
ま
り
、
同
飛
行
場
は
残
る
と
認
識
し
て
い
る
か
。

八

「
日
経
記
事
」
に
は
、
「
田
中
発
言
」
に
つ
い
て
次
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
防
衛
省
内
で
県
外
移
設
先
と
し
て
九
州
の
す
べ
て
の
自
衛
隊
基
地
や
佐
賀
空
港
を
検
討
し
た
。
普
天
間
基
地
、
米
軍

二



キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
や
北
部
訓
練
場
な
ど
を
丸
ご
と
移
設
で
き
る
場
所
は
な
か
っ
た
。
地
元
に
打
診
は
し
て
い
な
い
。
」

防
衛
省
と
し
て
、
右
記
述
に
あ
る
よ
う
な
発
言
を
田
中
氏
が
し
た
と
い
う
認
識
を
有
し
て
い
る
か
。

九

防
衛
省
と
し
て
、
米
海
兵
隊
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
先
と
し
て
、
九
州
の
全
て
の
自
衛
隊
基
地
や
佐
賀
空
港
を
検
討
し
た

が
、
同
飛
行
場
や
米
軍
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
、
北
部
訓
練
場
等
全
て
が
移
設
で
き
る
場
所
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う

事
実
は
あ
る
か
。

十

「
日
経
記
事
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
約
四
百
年
前
は
軍
が
な
か
っ
た
か
ら
（
薩
摩
藩
に
）
侵
攻
さ
れ
た
。
沖
縄
に
軍
は
必
要
で
、
『
基
地
の
な
い
平
和
の

島
』
な
ど
あ
り
え
な
い
。
」

防
衛
省
と
し
て
、
右
記
述
に
あ
る
よ
う
な
発
言
を
田
中
氏
が
し
た
と
い
う
認
識
を
有
し
て
い
る
か
。

十
一

防
衛
省
と
し
て
、
約
四
百
年
前
、
沖
縄
に
は
軍
が
い
な
か
っ
た
の
で
薩
摩
藩
の
侵
攻
を
受
け
た
、
ま
た
沖
縄
に
軍
隊
の

駐
留
は
必
要
で
あ
り
、
基
地
の
な
い
沖
縄
と
い
う
も
の
は
考
え
ら
れ
な
い
と
認
識
し
て
い
る
か
。

十
二

「
日
経
記
事
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
沖
縄
で
米
海
兵
隊
が
起
こ
し
た
大
き
な
事
故
は
沖
縄
国
際
大
学
の
ヘ
リ
墜
落
ぐ
ら
い
。
嘉
手
納
基
地
の
空
軍
の
ほ
う
が

三



事
故
を
起
こ
し
て
お
り
、
危
険
だ
。
」

防
衛
省
と
し
て
、
右
記
述
に
あ
る
よ
う
な
発
言
を
田
中
氏
が
し
た
と
い
う
認
識
を
有
し
て
い
る
か
。

十
三

防
衛
省
と
し
て
、
在
沖
縄
米
海
兵
隊
が
過
去
に
起
こ
し
た
大
き
な
事
故
は
、
二
〇
〇
四
年
八
月
十
三
日
に
起
き
た
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
墜
落
事
故
ぐ
ら
い
で
あ
り
、
嘉
手
納
基
地
の
米
空
軍
の
方
が
頻
繁
に
事
故
を
起
こ
し
て
お
り
、
危
険
で
あ
る
と
い

う
認
識
を
有
し
て
い
る
か
。

十
四

「
日
経
記
事
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
一
九
九
五
年
の
少
女
暴
行
事
件
で
米
軍
高
官
が
『
レ
ン
タ
カ
ー
代
が
あ
れ
ば
女
を
買
え
る
』
と
発
言
し
た
が
そ
の
通
り

で
、
そ
う
す
れ
ば
事
件
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
」

防
衛
省
と
し
て
、
右
記
述
に
あ
る
よ
う
な
発
言
を
田
中
氏
が
し
た
と
い
う
認
識
を
有
し
て
い
る
か
。

十
五

防
衛
省
と
し
て
、
一
九
九
五
年
に
沖
縄
で
米
軍
人
に
よ
る
少
女
暴
行
事
件
が
起
き
た
際
、
当
時
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
マ
ッ

キ
ー
司
令
官
が
「
レ
ン
タ
カ
ー
代
が
あ
れ
ば
女
を
買
え
る
」
と
の
発
言
を
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
右
は
事
実
を
反
映
し
て
お

り
、
そ
の
よ
う
な
環
境
が
あ
れ
ば
、
右
の
よ
う
な
犯
罪
事
件
は
起
き
な
い
と
い
う
認
識
を
有
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

四


